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A

ヒント）反応速度式は、試薬濃度が変数であるが、それに比例する量を使うことができる。

B

置換基定数、σp-NH2 = -0.66, σp-NO2 = 0.78, σm-OCH3 = 0.115, σm-Br = 0.391 を使う。
ヒント）題意前半から、反応定数（ハメットプロットの傾き）を出す。次に、このプロット
から未知化合物の反応速度定数を予測する。置換基効果には加成法則が成り立つ。 

ヒント）反応機構をきちんと書け。


